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平成１７年３月期 第１四半期財務・業績の概況（連結） 

平成１６年８月３日 
上場会社名 中越パルプ工業株式会社             （コード番号：３８７７ 東証第１部･大証第１部） 

（ URL  http://www.chuetsu-pulp.co.jp ）   
問 合 せ 先 代表者役職・氏名 代表取締役社長 菅野 二郎 ＴＥＬ（０３）３５４４－１５２２ 
 責任者役職・氏名 取締役企画管理本部長兼管理部長 大竹 道孝 

 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
 ・法人税等の処理……法定実効税率をベースとした簡便的な方法によっております。 
 ・その他影響額が僅少なものにつき、一部簡便的な手続きを用いております。 
②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
２．平成１７年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日） 
(1)経営成績（連結）の進捗状況     （注）記載金額については百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 

 百万円      ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 
１７年３月期第１四半期 ２７，８３１ （ ２．８ ） ７５６ （ △３６．９ ） ６２７ （ △３５．２ ） 
１６年３月期第１四半期 ２７，０７４ （   － ） １，１９９ （     － ） ９６８ （     － ） 

( 参 考 ) １６年 ３月 期 １０８，６６９ ５，２２８ ４，５２３ 

 

 四半期（当期）純利益 
１ 株 当 た り 
四半期（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後 
１株当たり四半期 (当期 )純利益  

 百万円      ％ 円  銭 円  銭 
１７年３月期第１四半期 ３３２   （ － ） ２  ８９ －  － 
１６年３月期第１四半期 －   （ － ） －  － －  － 
( 参 考 ) １６年 ３月 期 ２，１２１ １７  ９０ －  － 
(注)①持分法投資損益       １７年３月期第１四半期       －百万円 １６年３月期第１四半期 －百万円 
②期中平均株式数（連結）  １７年３月期第１四半期 １１５，３０５，６２５株 １６年３月期第１四半期    －株 
③売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
④四半期純利益及び１株当たり四半期純利益については、前年第３四半期より開示しておりますので、前年同四半期の実績は表
示しておりません。また、前年同四半期との比較についても行っておりません。 
 
 ［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
漸く景気回復の兆しが見え始めた国内経済にあって、紙パルプ業界においても需要に若干の明るさが見え始めてきま
した。 
こうしたなか、当社グループは製品構造改善の推進とコスト削減に力を注いでまいりましたが、前年同期に比べ販売数
量は増加したものの、市況下落の影響が大きく、連結業績としては売上高が 27,831 百万円、経常利益が 627 百万円、
当期純利益は 332 百万円となりました。公表した中間経常利益及び中間純利益に照らして半分の水準に足りませんが、
これは当初の計画通り４月末から５月初旬にかけてボイラーの定期検査や主力大型抄紙機の改造工事の実施により減
産となったためで、業績予想には当然これらを織り込んであり、当四半期業績としては概ね計画通りに推移しております。
このため中間期及び通期の連結業績予想に変更はありません。 
主力である紙・パルプ及び紙製品製造事業の当第１四半期の概況は以下のとおりです。 
新聞用紙は広告出稿の回復に加えて参議院選挙関連の需要があり、また印刷用紙は塗工紙を中心とするチラシ、カタ
ログ向け需要により、それぞれ前年同期に比べ数量を伸ばしました。包装用紙は依然米麦袋の不振が続いておりますが、
一方化学薬品向けなどを中心に需要回復の兆しもみられ、前年同期比若干の増販となりました。板紙は堅調さを維持し
ておりますし、さらにカップ加工品などの増販もありましたので、紙・板紙全体として数量的には順調に推移いたしました。
しかし価格面では、板紙を除き全般的に前年度末の水準で推移しております。こうしたなか包装用紙で価格改定を打ち
出し、その浸透を図りました。 
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(2)財政状態（連結）の変動状況     （注）記載金額については百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 総  資  産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本 
 百万円 百万円 ％ 円  銭 

１７年３月期第１四半期 １５９，５１３ ５０，５５７ ３１．７ ４３８  ２１ 
１６年３月期第１四半期 － － － － 

( 参 考 ) １６年 ３月 期 １５８，７６０ ５０，４３９ ３１．８ ４３７  １８ 
(注)①期末発行済株式数（連結） １７年３月期第１四半期 １１５，３７２，２２１株 １６年３月期第１四半期    －株 
②四半期業績の開示は、前年第３四半期より実施しておりますので、前年同四半期の実績は表示しておりません。 
 
  連結キャッシュ・フローの状況          （注）記載金額については百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 営業活動 による 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 による 
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 による 
キャッシュ・フロー 

現 金 及 び 現 金 同 等 物 
期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
１７年３月期第１四半期 １，４８２ △１，５０８ △   ９２ １，６１９ 

１６年３月期第１四半期 － － － － 

( 参 考 ) １６年 ３月 期 １０，４９２ △５，１４０ △５，５８０ １，７３６ 
(注)四半期による連結キャッシュ・フローの状況の開示は、当第１四半期より実施しておりますので、前年同四半期の実績は表示してお
りません。 
 
 ［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
○営業活動によるキャッシュ・フローは 1,482 百万円となりましたが、これは税金等調整前当四半期純利益 626 百万円と
減価償却費2,185 百万円に対し法人税等の支払額1,444 百万円があったことなどによるものです。 
○投資活動によるキャッシュ・フローは△1,508 百万円となりましたが、これは有形固定資産の取得による支出 1,633 百万
円があったことなどによるものです。 
○財務活動によるキャッシュ・フローは△92 百万円となりましたが、これは長期借入金の返済と短期借入金の増加がほぼ
同額であったことなどによるものです。 

以上の結果、現金及び現金同等物の当四半期末残高は 1,619 百万円となりました。 
 
 [参考] 
平成１７年３月期の連結業績予想（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日） 
 

 売  上  高 経 常 利 益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

中間期 ５４，５００ １，９００ ８００ 
通 期 １１１，０００ ４，３００ ２，０００ 

(参考)1 株当たり予想当期純利益（通期）  １７円 ３６銭 
(注)上記の予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいたものであります。実際の業績は、今後様々な要因
によって異なる場合があります。 
 
 ［業績予想に関する定性的情報等］ 
平成１６年５月２６日の平成１６年３月期決算発表時の予想を変更しておりません。 
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 [添付資料] 
四半期財務諸表 
１．（要約）四半期連結貸借対照表         （単位：百万円） 

科目 
当第１四半期 
（平成１６年６月３０日） 

（参考）平成１６年３月期 
（平成１６年３月３１日） 

差異 

（資産の部）    
Ⅰ 流 動 資 産 ５０，６２５ ４９，７２８ ８９６ 
 現 金 及 び 預 金 １，６５９ １，８３９ △  １７９ 
 受 取手形及び 売掛金 ３３，８２０ ３３，６３２ １８８ 
 た な 卸 資 産 １２，４５０ １２，８２８ △  ３７７ 
 そ の 他 ２，６９４ １，４２７ １，２６６ 
Ⅱ 固 定 資 産 １０８，８８７ １０９，０３１ △  １４３ 
 有 形 固 定 資 産 ９５，４４７ ９５，６９０ △  ２４２ 
 無 形 固 定 資 産 ２５７ ２４５ １１ 
 投 資 そ の 他 の 資 産 １３，１８２ １３，０９５ ８６ 
資 産 合 計 １５９，５１３ １５８，７６０ ７５２ 
（負債の部）    
Ⅰ 流 動 負 債 ８１，３７３ ７８，３９２ ２，９８１ 
 支 払手形及び 買掛金 １７，４４５ １７，４７５ △   ２９ 
 短 期 借 入 金 ５４，３１３ ５１，８２１ ２，４９２ 
 そ の 他 ９，６１３ ９，０９６ ５１７ 
Ⅱ 固 定 負 債 ２５，９８３ ２８，３５７ △２，３７３ 
 社 債 ２，０００ ２，０００ － 
 長 期 借 入 金 １４，７５１ １７，００５ △２，２５４ 
 そ の 他 ９，２３２ ９，３５１ △  １１９ 

負 債 合 計 １０７，３５６ １０６，７４９ ６０７ 
（少数株主持分）    
少 数 株 主 持 分 １，５９９ １，５７１ ２７ 
（資本の部）    
Ⅰ 資 本 金 １７，２５９ １７，２５９ － 
Ⅱ 資 本 剰 余 金 １４，４３７ １４，４３４ ２ 
Ⅲ 利 益 剰 余 金 １８，１５６ １８，２２７ △   ７０ 
Ⅳ その他有価証券評価差額金 ８８１ ７２３ １５７ 
Ⅴ 自 己 株 式 △ １７８ △ ２０６ ２７ 

資 本 合 計 ５０，５５７ ５０，４３９ １１７ 

負 債 、少 数 株 主 持 分 
及 び 資 本 合 計 １５９，５１３ １５８，７６０ ７５２ 

 
２．（要約）四半期連結損益計算書    （単位：百万円） 

 科目 
当第１四半期 
（H16.4.1～H16.6.30） 

（参考）平成１６年３月期 
（H15.4.1～H16.3.31） 

Ⅰ 売 上 高 ２７，８３１ １０８，６６９ 
Ⅱ 売 上 原 価 ２１，３７９ ８２，３０４ 

 売 上 総 利 益 ６，４５２ ２６，３６５ 
Ⅲ 販売費及び一般管理費 ５，６９６ ２１，１３６ 
 営 業 利 益 ７５６ ５，２２８ 
Ⅳ 営 業 外 収 益 １１２ ３８３ 
Ⅴ 営 業 外 費 用 ２４０ １，０８９ 
 経 常 利 益 ６２７ ４，５２３ 
Ⅵ 特 別 利 益 － ５５ 
Ⅶ 特 別 損 失 ０ ４２７ 
 税 金 等 調 整 前 
四半期（当期）純利益 ６２６ ４，１５１ 

 税 金 費 用 ２６４ １，８４３ 
 少 数 株 主 利 益 ２９ １８５ 
 四半期（当期）純利益 ３３２ ２，１２１ 
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３．四半期連結剰余金計算書          （単位：百万円） 

 科目 
当第１四半期 
（H16.4.1～H16.6.30） 

（参考）平成１６年３月期 
（H15.4.1～H16.3.31） 

（資本剰余金の部）   
Ⅰ 資 本 剰 余 金 期 首 残 高 １４，４３４ １４，３７０ 
Ⅱ 資 本 剰 余 金 増 加 高 ２ ６４ 
 自 己 株 式 処 分 差 益 ２ ６４ 

Ⅲ 資本剰余金四半期末（期末）残高 １４，４３７ １４，４３４ 
（利益剰余金の部）   
Ⅰ 利 益 剰 余 金 期 首 残 高 １８，２２７ １６，６０２ 
Ⅱ 利 益 剰 余 金 増 加 高 ３３２ ２，３６９ 
 １ 四 半 期 （当 期 ）純 利 益 ３３２ ２，１２１ 
 ２ 連結子会社増加による増加高 － ２４７ 

Ⅲ 利 益 剰 余 金 減 少 高 ４０３ ７４４ 
 １ 配 当 金 ３４３ ６８４ 
 ２ 役 員 賞 与 ６０ ６０ 
Ⅳ 利益剰余金四半期末（期末）残高 １８，１５６ １８，２２７ 
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４．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書        （単位：百万円） 

科目 
16 年度第一四半期 
(Ｈ16.4.1～16.6.30) 

（参考）平成１６年３月期 
（H15.4.1～H16.3.31） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ･フロー   
 税金等調整前当期純利益 ６２６ ４，１５１ 
 減価償却費 ２，１８５ ８，４５６ 
 貸倒引当金の増減額 ３ ９８ 
 退職給付引当金の増減額 △１４９ △２３８ 
 役員退職慰労引当金の増減額 ２９ ７１ 
 受取利息及び受取配当金 △６５ △１００ 
 支払利息 ２１７ ９７９ 
 売上債権の増減額 △１８８ △４８１ 
 たな卸資産の増減額 ３７７ △６１６ 
 その他資産の増減額 △１２１ ３０４ 
 仕入債務の増減額 △２６ １２３ 
 その他負債の増減額 ３０８ １２８ 
 未払消費税等の増減額 △２３ △４０ 
 役員賞与の支払額 △６０ △60 
 その他 ０ ３４ 

 小計 ３，１１６ １２，８１１ 
 利息及び配当金の受取額 ６５ １００ 
 利息の支払額 △２５４ △９９２ 
 法人税等の支払額 △１，４４４ △1,4２６ 
 営業活動によるキャッシュ･フロー １，４８２ １０，４９２ 
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ･フロー   
 有形固定資産の取得による支出 △１，６３３ △５，０２１ 
 投資有価証券の取得による支出 △２５ △８５ 
 貸付金の回収による収入 ５ １９１ 
 その他 １４５ △２２４ 

 投資活動によるキャッシュ･フロー △１，５０８ △５，１４０ 
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ･フロー   
 短期借入金の純増減額 ２，８３１ △４，１３８ 
 長期借入れによる収入 １２４ ８，２６２ 
 長期借入金の返済による支出 △２，７１６ △１１，１７７ 
 社債発行による収入 － ２，０００ 
 自己株式の取得による支出 △２ △５１ 
 自己株式の売却による収入 － ２１２ 
 配当金の支払額 △３２３ △６８２ 
 少数株主への配当金の支払額 △４ △4 
 財務活動によるキャッシュ･フロー △９２ △５，５８０ 
Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 △１１７ △２２７ 
Ⅴ 現金及び現金同等物期首残高 １，７３６ 1,９３３ 
Ⅵ 連結子会社増加による現金及び現金同等物増加額 － ３０ 
Ⅶ 現金及び現金同等物期末残高 １，６１９ 1,７３６ 

 



－6－ 

 
 
５．セグメント情報 
 ［事業の種類別セグメント情報］ 
   （当第１四半期）       (平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日) 

（単位：百万円） 

 紙・パルプ及 び 
紙製品製造事業 

そ の 他 の 
事 業 計 

消 去 又 は 
全 社 連  結 

売 上 高      

(1)外部顧客に対する売上高 ２６，９１７ ９１４ ２７，８３１ － ２７，８３１ 

(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 ２４ ２，４００ ２，４２４ （２，４２４） － 

計 ２６，９４２ ３，３１４ ３０，２５６ （２，４２４） ２７，８３１ 

営 業 費 用 ２６，２６１ ３，２４５ ２９，５０７ （２，４３１） ２７，０７５ 

営 業 利 益 ６８０ ６９ ７４９ ６ ７５６ 

（注）１．事業の区分は､製品の製造方法の類似性を考慮して区分しております｡ 
   ２．各区分の主な製品 
    （１）紙・パルプ及び紙製品製造事業 … … … 紙・パルプ・紙加工品他 
    （２）その他の事業 … … … ビル賃貸・運送・建設施工・工業薬品・紙断裁他 
 
   （前年同四半期）       (平成１５年４月１日～平成１５年６月３０日) 
セグメント情報の開示は、前年第３四半期より実施しておりますので、前年同四半期は記載しておりません。 
 

 ［所在地別セグメント情報］ 
当第１四半期及び前年同四半期において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外
支店がないため、該当事項がありません。 
 

 ［海外売上高］ 
当第１四半期及び前年同四半期において、海外売上高は、連結売上高の１０％未満であるため、記載を省略
しております。 


